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１．会社概要１．会社概要 （2019年3月末）

株式会社 宮崎銀⾏ The Miyazaki Bank, Ltd.
資本⾦ 146億円
総資産 3兆910億円
純資産 1,502億円
預⾦等残高 2兆5,434億円
貸出⾦残⾼ 2兆5億円
有価証券残高 6,641億円
従業員数 1,421人
格付け（㈱日本格付研究所） ⻑期発⾏体格付「A」
店舗数 国内本支店 73

出張所 23
合計 96

グループ会社 宮銀ビジネスサービス㈱
宮銀コンピューターサービス㈱
宮銀リース㈱
宮銀ベンチャーキャピタル㈱
宮銀保証㈱
宮銀カード㈱ １
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2. 南九州の経済環境

⾼速道路

宮崎駅⻄⼝再開発日機装

宮崎キヤノン

日機装 ⿅児島市再開発

２
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３．宮崎県の優位性３．宮崎県の優位性

宮崎牛と
焼酎

ジャパンキャビア

３

プロ野球キャンプ

国体

国⺠⽂化祭

宮崎が誇る県産品
世界ヘ進出

各種イベント
観光産業活性化へ期待
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＜＜ 中期経営計画中期経営計画 ＞＞ 平成平成2929年年44月月 〜〜 平成平成3232年年33月（月（33年間）年間）

みやぎんみやぎん
三本の矢三本の矢 地方創生地方創生 事業性評価事業性評価 ⼥性活躍推進⼥性活躍推進

「お客さま成⻑⼒No.1銀⾏」
徹底した業務品質向上と収益⼒強化にこだわり、変化を恐れず、

地域の未来創造に挑戦する、真の「リーディングカンパニー」への進化

収益⼒の徹底強化

⾦融サービス⼒の強化 ⼈財⼒・組織⼒の強化生産性の向上

営業品質 事務品質 ＣＳ品質 貸出⾦収益 ⾮⾦利収益 有価証券収益
業務品質の向上

<< 基本方針 >>

< 基本戦略１ > < 基本戦略２ > < 基本戦略３ >

リスク管理の⾼度化 コンプライアンスの徹底CS・ESの向上

●●法⼈戦略法⼈戦略●●個⼈戦略個⼈戦略
●●チャネル戦略チャネル戦略

●●市場戦略市場戦略
●●ＩＴ戦略ＩＴ戦略 ●●グループ戦略グループ戦略

●●⼈財戦略⼈財戦略●●ＢＰＲ戦略ＢＰＲ戦略
（新事務改革プラン）（新事務改革プラン）

４４．中期経営計画．中期経営計画 「お客さま成⻑⼒「お客さま成⻑⼒No.1No.1銀⾏」銀⾏」

＜＜ 中期経営計画中期経営計画 ＞＞ 20172017年年44月月 〜〜 20202020年年33月（月（33年間）年間）＜＜ 中期経営計画中期経営計画 ＞＞ 平成平成2929年年44月月 〜〜 平成平成3232年年33月（月（33年間）年間）

みやぎんみやぎん
三本の矢三本の矢 地方創生地方創生 事業性評価事業性評価 ⼥性活躍推進⼥性活躍推進

「お客さま成⻑⼒No.1銀⾏」
徹底した業務品質向上と収益⼒強化にこだわり、変化を恐れず、

地域の未来創造に挑戦する、真の「リーディングカンパニー」への進化

収益⼒の徹底強化

⾦融サービス⼒の強化 ⼈財⼒・組織⼒の強化生産性の向上

営業品質 事務品質 ＣＳ品質 貸出⾦収益 ⾮⾦利収益 有価証券収益
業務品質の向上

<< 基本方針 >>

< 基本戦略１ > < 基本戦略２ > < 基本戦略３ >

リスク管理の⾼度化 コンプライアンスの徹底CS・ESの向上

●●法⼈戦略法⼈戦略●●個⼈戦略個⼈戦略
●●チャネル戦略チャネル戦略

●●市場戦略市場戦略
●●ＩＴ戦略ＩＴ戦略 ●●グループ戦略グループ戦略

●●⼈財戦略⼈財戦略●●ＢＰＲ戦略ＢＰＲ戦略
（新事務改革プラン）（新事務改革プラン）

＜＜ 中期経営計画中期経営計画 ＞＞ 20172017年年44月月 〜〜 20202020年年33月（月（33年間）年間）

４
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①経常収益 2018年3月期比 ▲14.1億円

⑨当期純利益 2018年3月期比 +6.2億円

⑧経常利益 2018年3月期比 ＋2.9億円

②コア業務粗利益 2018年3月期比 ▲3.6億円

④コア業務純益 2018年3月期比 ▲2.3億円

・貸出⾦利息が増加（前期比+4.8億円）したものの、有価証券利息
配当⾦の減少（前期⽐▲6.6億円）で資⾦運⽤収益が減少。
・預り資産⼿数料およびソリューション⼿数料の減少で役務取引等収益が
減少。
・貸倒引当⾦戻⼊益が増加（+1.8億円）したが、国債等債券売却益
の減少（▲7.3億円）等により、 その他業務収益およびその他経常収益
が減少。

・役務取引等収益の減少に加え、⽀払ローン関係⼿数料の増加により
役務取引等利益が減少。

・⼈件費を中⼼に経費が減少したものの、コア業務粗利益が減少。

・コア業務純益および株式関係損益が減少したものの、与信関連費用が
減少および債券関係損益が増加。

・特別損益が増加したことに加え、法⼈税等の税⾦費⽤が減少。

５．2019年3月期 決算 サマリー

５

中期経営計画2期目は減収増益決算、
当期純利益は過去最高益。

増減
経常収益 ① 470.0 ▲ 14.1 484.1
資⾦運⽤収益 347.7 ▲ 1.6 349.3
役務取引等収益 81.3 ▲ 1.2 82.5
その他業務収益 8.4 ▲ 7.4 15.8
その他経常収益 32.4 ▲ 3.9 36.3

コア業務粗利益 ② 363.3 ▲ 3.6 366.9
資⾦利益 334.9 2.7 332.2
役務取引等利益 33.3 ▲ 4.7 38.0
その他業務利益（債券関係損益除く） ▲ 4.9 ▲ 1.7 ▲ 3.2

経費 ③ 235.9 ▲ 1.4 237.3
人件費 125.9 ▲ 1.8 127.7
物件費 94.6 0.1 94.5

コア業務純益　　（②-③）④ 127.3 ▲ 2.3 129.6
与信関連費用 ⑤ 0.5 ▲ 1.4 1.9
貸倒引当⾦繰⼊額（▲は戻入） ▲ 1.8 ▲ 1.8 ▲０
償却債権取⽴益 0.6 ▲ 0.8 1.4

有価証券に関する損益 ⑥ 14.0 5.2 8.8
債券関係損益 2.5 14.2 ▲ 11.7
株式等関係損益 11.5 ▲ 9.0 20.5

その他臨時損益 ⑦ ▲ 4.5 ▲ 1.6 ▲ 2.9
経常利益　（④-⑤+⑥+⑦）⑧ 136.3 2.9 133.4
特別損益 1.4 3.1 ▲ 1.7
税引前当期純利益 137.8 6.1 131.7
法人税等合計 37.4 ▲ 0.2 37.6
当期純利益 ⑨ 100.3 6.2 94.1

（単位︓億円） 2019/3期 2018/3期
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4.0円 4.5円 4.5円 45円 50円

5.0円 4.5円
45円 55円 50円

15.7%
16.3% 16.4%

17.1%

20.7%

2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度（⾒込み）

期末配当
中間期配当
配当性向

５．2019年3月期 決算 株主還元

【【配当⾦配当⾦】】
11株あたり年間株あたり年間100100円円
20172017年度年度比比+10+10円円の増配の増配

【【20192019年年度度以降の⾒通し以降の⾒通し】】
・・11株あたり中間、期末配当ともに株あたり中間、期末配当ともに
5050円を予定円を予定
・今後も安定配当を基本とし、・今後も安定配当を基本とし、
株主の皆さまへ利益還元を株主の皆さまへ利益還元を
図ってまいります図ってまいります

当⾏は『増配』いたします︕〜株主の皆さまにさらなる利益還元を〜

配当および配当性向の推移

（株式併合
により45円
と表示）

６
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106

79

119 123
133 136

50

68
61

94 9496

153

52

97
100

94

132
135

56

84
97

40

90

140

2012/3期 2013/3期 2014/3期 2015/3期 2016/3期 2017/3期 2018/3期 2019/3期

 経常利益
 当期純利益
経常利益中計期間平均
当期純利益中計期間平均

過去最高益

2011年　じゅうだん会共同システム稼働 2014年　消費税8%へ増税 2017年　IT戦略室設置
2012年　⼥⼦陸上部創部 　　　　　　　事業承継M&A支援室設置             地方創生部設置

2016年　マイナス⾦利政策開始
　　　　　   中核企業応援プロジェクト
　　　　　   「ひなたの⼒」開始

トピックス

道 Challenge No.1中期経営計画 お客さま成⻑⼒No.1

５．2019年3月期 決算 当⾏決算の軌跡

（億円）

時代に即した各種施策の実⾏・⼈材⼒強化による徹底した業務品質向上

中期経営計画と利益⽔準の推移

７
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5,403 5,921 6,448

9,866
10,438

10,725

3,198
2,986

2,832

2017/3期 2018/3期 2019/3期

地方公共団体向け貸出
法人向け貸出
個人向け貸出

８

（億円）

20,005
19,34618,468

５．2019年3月期 決算 貸出⾦の状況①

（億円）

前期末比
▲154億円
年率▲5.1％

前期末比
＋287億円
年率2.7％

前期末比
＋527億円
年率8.9％

医業・介護貸出残高 1,605億円

大型の病院建替えや新規開業等の医業向け貸出を中心に、
前期末比58億円（年率3.7%）増加。

食品製造業における設備投資等を中心に、前期末比33億円
（年率4.6％）増加。

アグリ関連貸出残高 732億円

消費者ローン貸出残高 503億円

住宅ローン貸出残⾼ 5,856億円

宮崎・⿅児島両県における住宅市場への推進継続。前期末⽐
528億円（年率9.9％）増加。

住宅ローン、不動産業向け貸出が増加し、前期末⽐939億円
（年率6.3%）増加。

各種キャンペーン、DM・WEB等のプロモーションを推進。前年同期
比2億円（年率0.5％）増加。

中小企業等貸出残高 15,669億円

アパートローン貸出残高 2,343億円

残⾼は前年同期⽐113億円（年率8.8％）増加。年々増加
傾向にあるものの、増加率は低下。正常先⽐率は93％

対象別貸出⾦利息の推移 対象別貸出⾦残⾼の推移 セグメント別残高

2018/3期 2019/3期 増減

個人向け
貸出 103.8 106.4 +2.6

法人向け
貸出 126.5 132.2 +5.6

地方公共
団体向け
貸出

21.5 18.1 ▲3.4

合計 251.9 256.8 +4.8

（+2.5％）

（+4.4％）

（▲15.7％）

（+1.9％）
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179.0176.1宮崎
県内

238.6230.2合計

13.012.5その他

46.541.6⿅児島
県内

増減2019/3期2018/3期

５．2019年3月期 決算 貸出⾦の状況②

10,496 11,144 11,564

3,009
3,483 3,940

1,740
1,716

1,654

2017/3期 2018/3期 2019/3期

その他
⿅児島県内
宮崎県内

前期末比
▲62億円
年率▲3.6％

前期末比
+457億円
年率13.1％

前期末比
+420億円
年率3.7％

（億円）（億円）

９

地域別⼀般貸出⾦利息の推移 地域別⼀般貸出⾦残⾼の推移

+2.8
（+1.6%）

+4.9
（+11.8%）

+0.5
（+4.2%）

+8.3
（+3.6%）

15,246
17,158

16,343
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対象先中⻑期的⽬標の設定（100社）

５．2019年3月期 決算 事業性評価①〜ひなたの⼒〜

商品開発商品開発税務対策税務対策

人材
確保
人材
確保

ＩＴ化
支援
ＩＴ化
支援

不動産情報不動産情報
専⾨知識
業界動向
専⾨知識
業界動向

事業承継
M&A
事業承継
M&A

コスト削減コスト削減
販路拡⼤販路拡⼤

海外進出海外進出
経営の悩みや課題、潜在的ニーズの共有

ステージアップを支援

１

企業の経営目標や課題を共有し、個社別のニーズに合わせた提案で、
企業のステージアップを共に目指す取り組み

２

「ひなた」未来創造PLAN策定

４

グローバル・地域中核企業への成⻑５

商談会
不動産
情報
の提供

ビジネス
マッチング

コンサル
ティング

回収リスク
対策

海外
ビジネス
支援

地域中核企業応援プロジェクト地域中核企業応援プロジェクト

「ひなたの力」「ひなたの力」

３

様々な課題やニーズ

「ひなた」未来創造PLAN策定

対象先現場実査
成⻑イメージ

サポート内容

１０
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チャレンジ
戦略スタート

１１

ミドルリスク層に対する営業スタイルの変革

お客さまの輝く未来へ「チャレンジ」

事業性評価を駆使した全方面からの支援

「共通価値の創造」
業績
改善
可能性

既存・
新規の
ミドル
リスク先

必要
運転資⾦等
を前向きに
対応︕

事業性評価を駆使した全方面からの支援

「共通価値の創造」

ミドルリスク層への貸出状況

５．2019年3月期 決算 事業性評価②〜チャレンジ戦略〜

チャレンジ戦略

事業性
評価

ミドルリスク層への新規実⾏⾦利
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29 31 36

208
182

155

70
99

113

1.52%
1.61%1.66%

2017/3期 2018/3期 2019/3期

要管理債権
危険債権
破産更⽣債権
不良債権⽐率

５．2019年3月期 決算 与信関連費⽤・不良債権の状況

（億円）
（億円）

▲0.8

＋1.8

▲0.3

―

▲1.4

増減

1.80.0貸倒引当⾦戻⼊益 ③

0.51.9与信関連費用（①+②-③-④）

0.61.4償却債権取⽴益 ④

3.13.4不良債権処理額 ②
（個別貸倒引当⾦繰⼊額、貸出⾦償却等の合計額）

――⼀般貸倒引当⾦繰⼊額 ①

2019/3期2018/３期
308 313

305

１２

与信関連費用の推移 不良債権（⾦融再⽣法開⽰債権）残高の推移
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ランクダウン ランクアップ等 変化なし
14

3.7%

282

74.6%

82

21.7%
913

3.9%

16,525

71.2%

5,781

24.9%

2019/3

ランクダウン ランクアップ等 変化なし
0

0.0％

15

93.8％

1

6.2％
0

0.0％

6,212

91.3％

590

8.7％

2019/32013/3
要管理先

先数（先）

　　　　（⽐率）

16

残高（百万）

　　　　（⽐率）

6,802

2013/3 2014/3 2015/3 2016/3 2017/3 2018/3 2019/3
要管理・破綻懸念先数（先） 394 377 360 326 287 308 318

要管理先数（〃） 16 28 21 18 10 28 36
破綻懸念先数（〃） 378 349 339 308 277 280 282

要管理・破綻懸念先残⾼（百万） 30,021 38,756 35,860 34,142 27,720 29,478 28,302
要管理先貸付残⾼（〃） 6,802 15,102 13,907 12,411 7,602 11,975 13,756
破綻懸念先貸付残⾼（〃） 23,219 23,654 21,953 21,730 20,118 17,503 14,546

５．2019年3月期 決算
事業性評価③~要管理先・破綻懸念先への取り組み

2013/3
破綻懸念先

先数（先）

　　　　（⽐率）

378

残高（百万）

　　　　（⽐率）

23,219

１３

対象先数と残高の推移
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495 445 442

347 324 299

2,730 3,011 3,260

2017/3期 2018/3期 2019/3期

保険関連
公社債等債券
投資信託

60.0 59.2 59.4

2.1 3.6 2.8

18.6 19.6 19.0

2017/3期 2018/3期 2019/3期

預り資産⼿数料
ソリューション⼿数料
その他（為替⼿数料等）

１４

（億円） （億円）

５．2019年3月期 決算 役務取引等収益の状況

81.3
3,572

3,781

役務取引等収益の推移 預り資産残高の推移

80.7 82.5

役務取引等収益の推移

4,001
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22,449

23,029

23,862
193

365

288

2017/3期 2018/3期 2019/3期

ソリューション⼿数料
⼀般貸出⾦利息

91

272

138

74

95

84

67

7

6

9

3

2017/3期 2018/3期 2019/3期

その他⼿数料
私募債引受⼿数料
事業承継コンサル⼿数料
M＆Aコンサル⼿数料

21 20 19

25
18 25

0
3

52

2017/3期 2018/3期 2019/3期

私募債
事業承継
M＆A

(件）

事業承継・M&A

⾦融仲介機能の発揮による、ソリューション提供

５．2019年3月期 決算 ソリューションの提供

193

365

288

46
41

96

国際業務各種ファンド 私募債ビジネスマッチング

（百万円）

１５

主要ソリューション成約件数推移 ソリューション⼿数料の推移 ⼀般貸出⾦利息＋ソリューション⼿数料推移

（百万円）

22,642

23,394

24,150
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125
92 81

135

161

105

6

5 4

10

▲1▲5
2017/3期 2018/3期 2019/3期

国内債券 株式
外国証券 その他

3,015
2,491 2,319

1,403

1,467 1,529

1,221

1,012 1,001

567

566 490

727

464 479

760

885
820

2017/3期 2018/3期 2019/3期

国債 地方債 社債
株式 外国証券 その他

17
13

9

13 22
22

14
22

22

43

39 36

1.122%

1.346%
1.361%

2017/3期 2018/3期 2019/3期

円債 外貨外債
株式 投資信託 等
利回り

（億円）

203

261
256

５．2019年3月期 決算 有価証券の状況

有価証券利息の推移 残高の推移評価損益の推移

（億円）

86
96

89

（億円）

7,696

6,641
6,888

１６
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1,174 1,245 1,315 1,384

200 200 0 0

8.28 8.17

9.69 9.47

8.25 8.35

2017/3末 2018/3末 2019/3末 2020/3末（⾒込）

劣後債務
コア資本
⾃⼰資本⽐率
劣後債務を除く⾃⼰資本⽐率

【【⾃⼰資本⽐率⾃⼰資本⽐率】】
8.258.25％％（（20192019年年33月期）月期）
前期末前期末比▲比▲1.221.22ポイント低下ポイント低下

【【低下要因低下要因】】
20182018年度中に、劣後年度中に、劣後債務債務のの
繰り上げ償還繰り上げ償還200200億円により億円により
⾃⼰資本⽐率は８％台へ。⾃⼰資本⽐率は８％台へ。

【【20202020年年33⽉期の⾒通し⽉期の⾒通し】】
地元中小企業地元中小企業へへの貸出の貸出とと
⾮⾦利収⼊の増強⾮⾦利収⼊の増強を図り、を図り、
自己資本の積み上げに努める。自己資本の積み上げに努める。

５．2019年3月期 決算 ⾃⼰資本⽐率

現状と今後の⾒通し

＋69億円＋71億円コア資本
増加額 ＋70億円

⾃⼰資本額および⾃⼰資本⽐率の推移

１７

（億円）
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５．2019年3月期 決算 企業の持続的発展へ

指名報酬委員会の設置委任型執⾏役員制度の導⼊

コーポレートガバナンスの強化

取締役会の持つ「ガバナンス機能
（意思決定および監督）」と「業務執⾏」
を分離することを通じて、経営の意思決定
監督にかかる機能の強化を図るため

取締役、執⾏役員の指名、報酬等に係る
取締役会の機能の独⽴性・客観性と説明
責任を強化するため

目
的

６/２７に開催予定の株主総会開催後の取締役会にて
「委任型執⾏役員制度」を導⼊し、 「指名報酬委員会」を設置

予
定

１８
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６．2020年3月期 業績予想

▲21億円136億円115億円経常利益

▲17億円100億円83億円当期純利益

+0.10％8.25％8.35％⾃⼰資本⽐率

2020年3月期
業 績 予 想

2019年3月期
実 績 増 減

経常収益 460億円 470億円 ▲10億円

⼀般貸倒引当⾦繰⼊額 ▲０億円 ー 億円 ▲０億円

不良債権処理額 10億円 3億円 7億円

主要計数予想（減収・減益）

１９
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７．現中期経営計画の進捗

29,436億円○+400億円30,000億円30,400億円総預り資産残高
（総預⾦残⾼+預り資産残高）

8.25％▲▲0.65％９.00％8.35%⾃⼰資本⽐率健全性

20,005億円○+600億円20,000億円20,600億円総貸出⾦残⾼

成⻑性

64.94%○▲1.25％69.00％67.75％OHR
（経費÷コア業務粗利益）

効率性

５.00％

100億円

②
中期経営計画
最終年度⽬標

5.16％

115億円

①
2020年3月期予想
（中計最終年度）

ROE

経常利益

収益性

差異
（①－②） 評価 2019年3月期実績

（中計2年⽬）

+15億円 ○ 136億円

+0.16％ ○ 6.79％

２０
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45.9%
65.9%

44.4%

52.8%

43.8%
37.1%

22.2%

64.7%

47.7%

33.3%

42.9%
50.0%

63.0%

65.8%

60.6%

0.0%
10.0%
20.0%
30.0%
40.0%
50.0%
60.0%
70.0%
80.0%
90.0%
100.0%

2
0
0
4年
度

2
0
0
5年
度

2
0
0
6年
度

2
0
0
7年
度

2
0
0
8年
度

2
0
0
9年
度

2
0
1
0年
度

2
0
1
1年
度

2
0
1
2年
度

2
0
1
3年
度

2
0
1
4年
度

2
0
1
5年
度

2
0
1
6年
度

2
0
17年
度

2
0
18年
度

2017年4月より敷地内禁煙がスタートパワーアップデイ・スーパーチューズデイ実施

当⾏職員の⽉別産休・育休者推移 ⼥性⾏員の結婚後継続勤務者割合

2014年 ⼥性活躍推進担当者設置

2015年⼥性活躍推進プロジェクト開始

「早帰り」への取り組み 禁煙支援

８．取り組み内容 働き方改革への取り組み

28
30 30 30

32

36
34 33 33 33

31 30
33

35 35 35
38

41

45 44
47 46

43
45

20

25

30

35

40

45

50

55

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

2014年度

2018年度

退⾏時刻

制限なし

2017年3月まで 2017年4⽉以降

・パワーアップデイ
17:30まで
・スーパーチューズデイ
17:00まで

２１

全役職員が活躍できる体制整備により、ワークライフバランスの実現へ

・平常日
20:00まで

退⾏時刻 喫煙率 喫煙率

４０．７％ ２４．４％

2016年7月 2018年7月

(月)

(人数)
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８．取り組み内容 今後投資をしていく分野

Social
社会
Social
社会

コーポレートガバナンス体制

地元病院の移転

宮崎カーフェリー

⼥性起業家ビジネス
プランコンテスト

CSR型私募債「With」

Environment
環境

Environment
環境

Governance
ガバナンス

Governance
ガバナンス

２２

農業法人株式会社

夢逢いファーム

ESG分野への取り組み
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８．取り組み内容 各種アライアンス

県の垣根を越え、東九州の活性化へ

若い「起業家の卵」の育成へ

大分・宮崎の東九州地域間での連携を通じ、

観光産業等の面での地方創生に取り組む。

大分銀行との包括連携

学生の社会学習の機会を創出し、将来の地元を

担う人財育成に貢献。

宮崎大学との連携

＜主な連携内容＞

・起業アイデアの事業化への資金提供

・ビジネスプランコンテストの実施

・映像コンテンツ制作にかかる共同プロジェクト

＜主な連携内容＞

・両県の特色を活かした観光ルートの開発

・地域ブランド・地元産品の認知度向上

・人的交流による顧客本業支援、課題解決

共同CM制作プロジェクト

×

ビジコン全国大会日本一

大分県

宮崎県

２３

産学官連携で、地域の成⻑をサポート
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８．取り組み内容 生産性向上

『日本一キャッシュレス化が進んだ宮崎県』

を標榜し、県内のIT化に向けた体制構築を加速。

47年振りの本部棟リニューアルに際し、持続

可能で環境変化に強いオフィスに改築。

ITを活用した各種サービスの拡充

＜主な内容＞

・バーコード、QRコード決済可能なみやぎんPay

・24時間申込み可能な通帳レス口座開設アプリ

・対話型自動応答システム（FAQシステム）開始

・ネット受け付け可能な住所変更手続きサービス

ペーパーレス化とフリーアドレス制

＜主な内容＞

・ペーパーレス…キャビネットを大量処分し、

紙媒体の保存文書の約７割を削減。

・フリーアドレス…ノート型PCの導入、固定電話

の削減。各部の枠組みを超えた協議が可能。 テレビ会議システム搭載の大会議室オフィス（人事部）

２４

ICTを駆使した生産性向上への取り組み
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９．これからの宮崎銀⾏

『パートナー』とともに、地域の未来を描く
中期経営計画「お客さま成⻑⼒No.1銀⾏」では、お客さまから「成⻑を後押しする銀⾏として
最も相応しい」と、当⾏を選んでいただくために、宮崎銀⾏グループ⼀丸となってお客さまの
成⻑を陰ながらサポート。今後、当⾏は地域発展の持続可能性を⾼めるべく、お客さまの
良き「伴⾛者」となり、ともに地域経済の活性化につながっていくことを⽬指すもの。

２５
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本資料には、将来の業績に関する記述が含まれております。
こうした記述は、将来の業績を保証するものではなく、不確実性
を内包しております。
将来の業績は、経営環境の変化等により、⽬標対⽐異なる可
能性があることにご留意ください。


